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 2024年11月18日 

各 位  

会 社 名   株式会社エルアイイーエイチ 

（コード番号 5856 東証スタンダード市場） 

代表者名 代表取締役社長 下岡 寛 

問合せ先    経理部長  山口 和也 

 （TEL．03－6458-6913）  

  

ガバナンス委員会の答申書受領のお知らせ 

 

2024年９月11日付け「ガバナンス委員会設置のお知らせ」で公表したとおり、福村康廣氏（以下

「福村氏」といいます。）が経営状況を無視して自身の報酬を増額することを要求する、福村氏が当

社の取締役会の承認がないまま当社から福村氏の個人名義の銀行口座等に多額の金銭を送金する、

福村氏が取締役会の承認がないまま多額のお経費を支出する、福村氏が他の取締役に対して度重な

る罵倒、暴言などパワーハラスメントととられる言動をして当社の円滑な業務執行を妨げている事

態を生じさせる等があり（以下、福村氏によるこれらの行為を「本件問題行為」といいます。）、当

社は、本件問題行為に関する事実調査並びに内部統制システムやコーポレート・ガバナンス体制全

般における問題点の検証及び改善策の提言等を受けるため、2024年９月11日、取締役会の諮問機関

として外部専門家によって構成されるガバナンス委員会を設置いたしました。 

そして、ガバナンス委員会が、本件問題に関する事実の調査を進めていましたが、当社は、2024

年11月15日、ガバナンス委員会から答申書を受領し、また、個人情報及び機密情報保護等の観点か

ら、個人名等、部分的な非開示措置を施した答申書を本日受領いたしましたので下記のとおりお知

らせいたします。 

 

記 
 
１．ガバナンス委員会の調査結果 

ガバナンス委員会の調査結果の要旨は次のとおりで、詳細は、添付の答申書を御覧ください。 

なお、答申書について、個人情報及び機密情報保護等の観点から、個人名等、部分的な非開示

措置を施しています。 

 

（１）調査結果 

① 福村氏の取締役会の承認を経ない自己の報酬増額及び流出行為について、福村氏に、

善管注意義務及び忠実義務が認められ、１億2060万3336円の返還義務が認められると

考えられる。 

② 福村氏の取締役会の承認を経ない12億円の資金移動及びうち２億円の着服行為につい

て特別背任罪（会社法960条１項３号）が成立し得るし、未返還の１億2000万円につい

て福村氏に不法行為責任が認められると考えられる。 

③ 福村氏の取締役会の承認を経ない経費支出については、損害賠償責任が認められる可

能性がある。 

④ 福村氏の暴言は、違法な行為と言わざるをえない。 
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（２）原因及びガバナンス体制等の問題の分析 

① 最たる原因は、福村氏のコンプライアンス意識の欠如や経営者としての人格の異常性

にあり、福村氏の行っていることの中には、明確な犯罪行為（特別背任罪）に該当す

るものが含まれていて、暴言等の行為は悪質な人格攻撃、脅迫行為でありパワーハラ

スメントを越える犯罪行為というべきものが含まれている。 

② ガバナンスの問題として、取締役会、監査等委員会による牽制機能が脆弱となってい

た。 

（３）再発防止策 

① 福村氏の影響力を排除して（福村氏は直ちに取締役を辞任するべきで、その排除のた

めの必要な措置を講じる必要がある。）、経営体制を見直す必要がある。 

② 指名報酬委員会を設置し、社外役員を過半数とする 

③ 取締役会・監査等委員会等によるガバナンス機能の強化 

④ 役員経費精算のルールの改善と運用の徹底 

⑤ 企業風土の刷新に向けた役員や管理職以上の社員に対する、コーポレート・ガバナン

ス、コンプライアンス及びパワーハラスメント防止に関する研修の継続的な実施 

⑥ 内部通報窓口の機能充実と周知徹底 

（４）役員に対する責任追及に関する提言 

① 福村氏に対しては、報酬増額行為、1.2億円の未返還、経費支出について責任追及をす

るべきであるし、パワーハラスメントを受けた役職員が福村氏に対して責任追及する

のであれば支援する必要がある。 

② 下岡寛氏、福島寧夫氏及び岩田篤氏については、福村氏の行為を止めることができな

かったことに鑑みて、一定の処分を検討する必要がある。 

 

２．当社の対応 

当社取締役会は、上記のガバナンス委員会の答申を踏まて、次のとおり決定いたしました。 

 

① まず、福村氏に対しては、ガバナンス委員会の提言に従って取締役から解任することにいた

しました。 

2024年10月21日付け「臨時株主総会招集のための基準日設定に関するお知らせ」のとおり、

当社は、2024年12月中旬頃に臨時株主総会を開催する予定ですが、福村氏の取締役の解任につ

いては臨時株主総会で直ちにお諮りすることができるものであるため、臨時株主総会でお諮り

させていただく予定です。 

なお、臨時株主総会の付議議案は決定次第お知らせいたします。 

 

② 次に、福村氏に対する責任追及訴訟については、既に訴訟提起していたところです。 

この度、経費支出についても、2024年11月18日付け「当社の元代表取締役福村康廣氏に対す

る損害賠償請求訴訟の提起に関するお知らせ２」のとおり、当社は、福村氏に対して新たに１

億7996万円の損害賠償請求する訴訟を提起いたしました。 

 

③ 下岡寛氏、福島寧夫氏及び岩田篤氏については、対象者の同意の上で、自主的に報酬を一部

減額することを決定いたしました。 

（役員報酬減額の内容） 

下岡寛氏  代表取締役         月額報酬の20％ 

福島寧夫氏 監査等委員である取締役   月額報酬の10％ 

岩田篤氏  監査等委員である取締役   月額報酬の10％ 

（減額の期間） 

2024年12月から３か月 
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④ その他の事項については、順次、対応してまいります。 

 

３．今後の見通し 

なお、当社取締役会が、皆様に開示すべき事項を決議した場合、適時適切に開示することを予

定しています。 

 

以 上 














































































